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「 」  ・・・  強調したい事柄、曲の題名などに用いる 
『 』  ・・・  書籍のタイトルを表す。 
＜ ＞  ・・・  主として囃子、柝の手法に用い、他の分野においても特
筆したい事柄に用いる。 
〽 」  ・・・  曲中の歌詞を括る。 
































































































































































































































































































































































































































































































































れたのは元和 3 年（1617）、新吉原に移ったのが寛文 8 年（1668）であるから、
この頃には柝で時刻を知らせる風習があったと考えられる。 
④ 相撲 






















































































て、漢文の意味に従って 4 字或いは 3 字 5 字 6 字などに区切られる箇所で節柝
を打つことによって全員が声を揃えて経典を読誦することが初めて行われた。
これを撃柝法と言い、以後、一般寺院でも、複数の僧侶が読経する場合、節柝



























































































































  直し―素―明くとすぐ次第 
 止め柝のかわりにゴンを打つのはここ30年くらい用いられるようになった演
出で、それ以前は幕が明いて止め柝がなくゴンを打つということはなかった。







































































 例外 1) 装置に屏風を用いる時でも、主催者が「派手にしたい」という意向で
あれば、＜決まる、柝に付―スガガキ合方―刻み幕または拍子幕＞にすること
がある。 




 例外 3) 獅子物は松羽目物に含まれる為、前述のとおり刻まないのが原則であ
るが、京屋が長唄「英執着獅子」の幕切れにツケうち上げ、刻み幕を用いたこ
ともある。中村屋も獅子物にはツケ打ち上げ、刻み幕を用いることがある。 
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4 河竹繁俊『歌舞伎作者の研究』東京堂、1940 年 p.321。 
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年 4 月 19 日参照。 
12 日本相撲協会「相撲の歴史」同上。 
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14 河竹繁俊『歌舞伎演出の研究』早川書房、1948 年 
15 狂言作者若竹会『狂言作者心得』、1975 年、国立劇場、p.71。 



















































































































































































































































































































































































































































































































































番号 手法 使用楽器 意味 使用規定 幕明き 幕切れ
(1)-1 水音 大太鼓 水の流れを表す。 川、池、湖水など水辺の場面。 ◯ ◯














(1)-4 波音 大太鼓 波が打ち寄せる音を模し、波を表す。 海辺や隅田川をはじめ大きな川など規模の大きな水辺の場
面。 ◯ ◯














番号 手法 使用楽器 意味 使用規定 幕明き 幕切れ









(2)-3 音楽 大太鼓・レイ・能管 伶人の奏楽を暗示するもの。 宮殿、御殿、寺院等の場面。 ◯ ◯
(2)-4 奏楽 大太鼓・鞨鼓・鉦鼓・篠笛 雅楽の雰囲気を模したもの。 宮殿、御殿、寺院、王朝の場面。登場人物が高貴、天人、神
仏の場合。 ◯ ◯
(2)-5 大拍子 大太鼓・大拍子・篠笛 神楽の囃子を模したもの。 社殿、境内等の場面。広義に賑やかな様子の時。規定から
外れ、音楽的に派手にしたい場合に用いることが多い。 ◯ ◯
(2)-6 早大拍子 大太鼓・大拍子・篠笛 神楽の囃子を模したもの。 神社の場面。広義に賑やかな様子の時。規定から外れ、音
楽的に派手にしたい場合に用いることが多い。 ◯ ◯
(2)-7 屋台 大太鼓・締太鼓・当鉦・篠笛 江戸の祭礼囃子から摂取したもの。 祭礼の場面。 ◯ ◯
(2)-8 本屋台 大太鼓・締太鼓・当鉦・篠笛 江戸の祭礼囃子から摂取し、屋台よりも本行に近い奏法。 祭礼の場面。 ◯ ◯
(2)-9 早神楽 大太鼓・締太鼓・篠笛 神楽の囃子を模したもの。 社殿、鳥居前の場面、寺社奉行の管轄内の市井の場面。 ◯



























(2)-15 中の舞 締太鼓・大鼓・小鼓・能管 能楽手法。 上品な舞台面すなわち御殿、屋敷、広間、城中、館の場面、
またはそれにふさわしい登場人物の場合。 ◯
(2)-16 下り端 締太鼓・大鼓・小鼓・能管 能楽手法。 中の舞よりもさらに立派な場面。登場人物が殿上人、公卿の
類、帝王など神に近いとされるものの場合 ◯




























番号 手法 使用楽器 意味 使用規定 幕明き 幕切れ











(3)-3 飛び去り 大太鼓・締太鼓・能管 文字通り登場人物が飛び去るという意味を含んだ手法。 荒事の引込み。登場人物が飛び去る、消失する内容。 ◯
番号 手法 使用楽器 意味 使用規定 幕明き 幕切れ
(4)-1 人形砂切 締太鼓 文楽の人形浄瑠璃で用いる囃子を摂取したもの。 振付が「人形振」の演目。 ◯
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4 土田牧子『黒御簾音楽にみる歌舞伎の近代-囃子附帳を読み解く-』、雄山閣、
2014 年、p.34。 
5 景山正隆『歌舞伎音楽の研究-国文学の視点-』、新典社、1992 年、p.28。 













14 坂東祐大氏、作曲家、坂東祐大氏邸、2014 年 9 月 17 日。 


























































































































































































































































































松を植よなら 有馬の里へ 植えさんせ 






























可愛がろとて 酒買うて のませたら 
うちの男松に からんでしめて てもさても 









































































































































































 以下の 4 回の上演を対象として比較する。また便宜上 ABCD と名づける。 
A 2012/4/29 国立大劇場 錦会 
定式、＜藤音頭＞ 
幕明き…暗転、直し－水音－止め柝 ～〽松の藤波 締太鼓のヨイ天で明転 
幕切れ…決まる、柝に付－通り神楽－刻み幕 
 
B 2012/9/6 国立大劇場 華扇会 
上手下手に屏風、たくさん藤が下がっている、＜藤音頭＞ 




C 2012/9/6 国立大劇場 華扇会 
緞帳、二人立、衣装付、歌舞伎座の大道具（松と藤）、＜藤音頭＞ 
幕明き…暗転 直し－水音－止め柝  小鼓の手で明転 
幕切れ…決まる、柝に付－通り神楽－刻み幕 
 
D 2012/9/7 国立大劇場 華扇会 
定式、歌舞伎座の大道具（松と藤）、カスミドロップ、＜藤音頭＞、緞帳 




























































































譜 4 幕明き＜山オロシ＞ 
 山オロシは決まったフレーズを繰り返し、幕の稼働に合わせて音量を上げて
いく。柝は雨音同様フレーズ間に打つ。中盤以降は同上である。 



































































































































































12 長唄「藤娘」2012/4/29 錦会 国立大劇場 主催・花柳寿楽、花柳典幸 
定式、緞帳 
幕明き…暗転、直し－水音－止め柝 ～〽松の藤波 締太鼓のヨイ天で明転 
幕切れ…決まる、柝に付－通り神楽－刻み幕 
 































































































32 清元「玉屋」2012/9/5 国立大劇場 華扇会 









































































47 長唄「藤娘」2012/9/6 国立大劇場 華扇会 
歌舞伎座の大道具（松と藤）、二人立、衣装付、緞帳 
幕明き…暗転 直し―水音―止め柝 小鼓の手で明転 
幕切れ…決まる、柝に付－通り神楽－刻み幕 
 















































57 長唄「藤娘」2012/9/7 国立大劇場 華扇会 
定式、歌舞伎座の大道具（松と藤）、カスミドロップ、緞帳 
幕明き…暗転 直し－水音－止め柝  小鼓の手で明転 
幕切れ…決まる、柝に付－早大拍子－刻み幕 
 























































































75 長唄「賤の小田巻」2012/9/9 国立大劇場 藤盛会 






















79 常磐津「乗合舟」2012/9/9 国立大劇場 藤盛会 
































































































































































































































































































































2014/5/23 NHK にっぽんの芸能（日本舞踊協会公演・国立劇場） 
34 清元「曽我祭」 
廓座敷大平、衣裳付、緞帳 
幕明き…暗転 直し－双盤―止め柝 明転 
幕切れ…決まる、柝に付―早大拍子―刻み幕 
 































2014/9/5 NHK にっぽんの芸能 











2015/1/9 NHK にっぽんの芸能 




































































2015/6/26 NHK にっぽんの芸能 

























                                            
1 公益社団法人日本舞踊協会「日本舞踊とは」
http://nihonbuyou.or.jp/Aboutus/index、2014 年 7 月 7 日参照。 
2 社団法人日本俳優協会編『歌舞伎の舞台技術と技術者たち』、2000 年、八木書
店出版部、p.93。 
3 田中良『歌舞伎定式舞台図鑑』、大日本雄弁会講談社、1958 年、p.14。 
4 清野正嗣氏、狂言方、国立劇場、2012 年４月 29 日。 
5 清野正嗣氏、狂言方、国立劇場、2012 年 6 月 17 日。 







10 植松喜三郎氏、囃子方、東京藝術大学、2015 年 4 月 6 日。 





















































































































藝術大学、2006 年、博音第 78 号 
盧慶順『日本舞踊の振りと邦楽囃子の手組の考察 : 長唄『汐汲』における花柳
流の振りと望月流の手組』東京藝術大学、2008 年、博音第 126 号 
 
□聞き書き 
植松喜三郎氏、囃子方、東京藝術大学、2015 年 4 月 6 日。 
堅田喜三久氏、囃子方、国立劇場、2012 年 4 月 29 日。 
清野正嗣氏、狂言方、国立劇場、2012 年４月 29 日。 
清野正嗣氏、狂言方、国立劇場、2012 年 6 月 17 日。 
清野正嗣氏、狂言方、国立劇場、2012 年 9 月 5 日。 
清野正嗣氏、狂言方、銀座田中屋、2014 年 9 月 7 日。 
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清野正嗣氏、狂言方、八重洲ブックセンター、2014 年 9 月 9 日。 
吾郎氏、幕内格呼出し、両国国技館、2014 年 9 月 20 日。 
坂東祐大氏、作曲家、坂東祐大氏邸、2014 年 9 月 17 日。 
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